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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成25年2月14日(2013.2.14)

【公開番号】特開2011-92725(P2011-92725A)
【公開日】平成23年5月12日(2011.5.12)
【年通号数】公開・登録公報2011-019
【出願番号】特願2010-242352(P2010-242352)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｂ  45/00     (2006.01)
   Ａ６３Ｂ  37/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｂ  45/00    　　　Ｂ
   Ａ６３Ｂ  37/00    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成24年12月19日(2012.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　実施例１として図４に示すゴルフボール１０ｂを作製した。このゴルフボールは、直径
の異なる６種類の円形ディンプルが配置されており、ゴルフボールの最外径を４２．７ｍ
ｍ、基準球面の直径を４２．５ｍｍ、基準球面の各断面の外周長さを１３３．５２ｍｍと
し、ディンプルの総数Ｎを３３８個、第１の凸部面積Ａｒｔを３．００ｍｍ2、第１の凹
部面積Ａｒｕを６．７８ｍｍ2、第２の凸部面積Ａｒｔを５．５９ｍｍ2、第２の凹部面積
Ａｒｕを４．３０ｍｍ2、赤道の凸部面積Ａｒｔを６．２７ｍｍ2、赤道の凹部面積Ａｒｕ
を３．８７ｍｍ2とした。よって、第１の断面の面粗度Ｒｐは０．０７ｍｍ、第２の断面
の面粗度Ｒｍは０．０７ｍｍ、赤道断面の面粗度Ｒｓは０．０８となり、これらの平均で
ある面粗度Ｒｄａは０．０７４となった。平均凸部面積Ｓｒｔを平均凹部面積Ｓｒｕで除
した値Ｓｒｔ／Ｓｒｕは０．７８となった。Ｒｄａ＊Ｎは２５．１５となった。また、Ｒ
ｅ８００００／２０００ｒｐｍでの揚力係数ＣＬに対するＲｅ７００００／２０００ｒｐ
ｍでの揚力係数ＣＬの比を８５％とした。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　また、実施例２として図１に示すゴルフボール１０を、表１に記載したパラメータを変
更したことを除き、実施例１と同様の設計で作製した。さらに、比較例１～３として、図
５～図７に示すゴルフボール４０ａ～４０ｃを、表１に記載したパラメータを変更したこ
とを除き、実施例１と同様の設計で作製した。これらの結果も表１に示す。
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